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地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
に
掲
げ
た
松
本
大
学
・
松
本

大
学
松
商
短
大
部
で
は
、
地
域
全
体
を
キ
ャ
ン
パ
ス
と
捉
え
、
講
義

内
容
を
活
か
し
つ
つ
、
日
常
的
に
地
域
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
う
「
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ス
タ
デ
ィ
」
を
教
育
の
特
徴
と
し
て

い
ま
す
。
将
来
、
地
域
を
担
う
若
者
を
育
て
る
た
め
に
は
、
地
域
へ

飛
び
出
し
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
と
出
会
い
、
地
域
の
日
々
の
営
み

を
、
五
感
を
使
っ
て
学
び
、
実
践
を
通
じ
て
共
感
す
る
こ
と
が
欠
か

せ
な
い
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
こ
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
若
者
は
多
く
の
人
と
出
会
う
ほ
ど
、
人
生
が
豊
か
に
な

り
、
時
に
は
人
生
を
変
え
る
機
会
を
掴
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域

や
人
と
の
出
会
い
の
中
で
、
本
学
の
学
生
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
な
ど
の
社
会
で
生
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
、
社
会
や
他
者
に
興

味
を
持
ち
、
自
ら
の
役
割
を
地
域
の
中
に
見
出
し
て
い
き
ま
す
。
平

成
一
五
年
に
は
松
商
短
期
大
学
部
の
取
組
「
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
し

て
培
う
地
域
社
会
と
の
連
携
〜
地
域
社
会
で
存
在
感
の
あ
る
大
学
を

め
ざ
し
て
」
が
、「
特
色
あ
る
大
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
、

全
学
的
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
、「
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ス
タ
デ
ィ
」
は
、
理
論
学
習

を
主
と
し
て
、
そ
の
補
助
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
体
験
や
実
践
を
、
体

験
を
通
じ
て
興
味
を
持
ち
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
学
び
の
き
っ
か
け

と
し
て
、
ま
た
学
び
の
成
果
を
活
か
す
機
会
と
し
て
、
大
学
教
育
の

中
核
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
何
を
学
ぶ
か
」
を
事
前
の
学

習
で
明
確
に
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
地
域
で
の
学
び

を
理
論
に
よ
っ
て
深
く
理
解
す
る
と
い
う
学
習
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ

て
、「
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ス
タ
デ
ィ
」
は
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
講
義
科

目
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

に
関
わ
る
分
野
で
「
ア
ウ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ス
タ
デ

ィ
」に
取
り
組
む
一
方
で
、

少
人
数
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で

は
、
継
続
的
に
地
域
で
の

学
び
に
取
り
組
み
、
地
域

学
生
支
援
の
現
場
か
ら

学生と農家が連携して、松本地方に
伝わる伝統野菜「松本一本ねぎ」を
地域ブランドとして確立した。
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づ
く
り
の
実
践
活
動
や
商
品
開
発
な
ど
の
具
体
的
な
成
果
を
あ
げ
、

地
域
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
の
学
び
に
よ
っ
て
育
っ
た
学
生
の
学
習
意
欲
を
、

さ
ら
に
地
域
で
の
実
践
活
動
に
高
め
る
た
め
に
、
地
域
と
大
学
を
結

ぶ
「
地
域
づ
く
り
考
房
・
ゆ
め
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。「
地
域
づ

く
り
考
房
・
ゆ
め
」
に
は
専
任
の
教
員
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
配
置
さ
れ
、
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
人
々
と
と
も
に
地

域
づ
く
り
に
関
わ
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。平
成
二
〇
年
に
は
、

「
若
者
の
地
元
定
着
に
つ
な
げ
る
地
域
活
動
の
支
援
〜
地
域
ま
る
ご

と
キ
ャ
ン
パ
ス
『
地
域
づ
く
り
考
房
『
ゆ
め
』
〜
」
が
、「
新
た
な

社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
採
択
さ
れ
、

松
本
の
市
街
地
に
新
た
に
「
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
拠
点

を
開
設
し
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
実
践
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
を
つ
く
る
っ

て
、
人
の
心
を
変
え
る

こ
と
な
ん
だ
ね
」
松
本

の
街
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
学
生
の
言
葉

で
す
。
信
州
松
本
の
地

で
は
、
大
学
と
地
域
が

と
も
に
、
若
者
を
「
よ

っ
て
た
か
っ
て
育
て

る
」
こ
と
で
、
地
域
の

未
来
を
育
ん
で
い
ま
す
。

第一弾が 2008 年 1 月に発売された「cupDON」は、ゼミナー
ルの学生と大手コンビニエンスストアーが共同開発する地産地
消のお弁当で、2009 年 7月には子育て中の母親と共同で、第三
弾を発売した。

アルプスの景観の保全や地域の拠点のコ
ミュニティ蕎麦店の開店など、学生が住民
とともに JR 松本駅西口のまちづくりに関
わった。


